
令和3年度
鳥取沿岸土砂管理連絡調整会議(西部地区)

＜要旨＞ R3年5月7日撮影

鳥 取 県



➢鳥取沿岸土砂管理連絡調整会議(西部地区)のトピック 1

【個別トピック】
・対象範囲の波浪・漂砂の方向

今年度から富益工区と日吉津工区の波浪データについて整理(P3,7)

・富益波浪観測所の令和2（2020）年度の波浪特性
令和２年度は過去２０年でも上位に値する波高が４度観測された(P9)

・サンドリサイクル実績（県管理区間：和田海岸）
近年実施していなかった大落水川から和田海岸への土砂投入(P13)

【詳細版にて】
・人工リーフと皆生漁港の整備履歴について整理



➢西部沿岸の対象範囲

日野川

境港公共マリーナ

富益・夜見 皆生

2

管理者 種別 実施事業 管理者 種別 実施事業 管理者 種別 実施事業

1 宇田川 鳥取県 二級河川 河口掘削 1 淀江漁港 鳥取県 第2種漁港 航路・泊地浚渫

2 塩川 鳥取県 二級河川 河口掘削 2 皆生漁港 米子市 第1種漁港 航路・泊地浚渫

3 日野川 国土交通省 一級河川 河口掘削

4 加茂新川 鳥取県 二級河川 河口掘削 - - - - -

5 大水落川 鳥取県 二級河川 河口掘削 - - - - -

日野川流砂系1
鳥取県
米子市

建設保全海岸

汀線・深浅測量
サンドリサイクル
サンドバイパス
離岸堤・リーフ整備

海岸 河川 港湾・漁港

名称 名称 名称

１

１

2

2

3

4

5

※赤色の範囲が対象範囲
※紫色の範囲は、ガイドライン対象範囲

汀線・深浅測量
サンドリサイクル
サンドバイパス

離岸堤
人工リーフ整備

富益工区

境港公共マリーナ

皆生工区

日野川

・土砂管理ガイドラインで定められた範囲のうち、赤色が当会議の対象範囲。



H1/3＞3m 頻度割合（％）

3m≧H1/3＞1m 頻度割合（％）

1m≧H1/3  頻度割合（％）

➢対象範囲の波浪・漂砂の方向（日吉津波浪観測所） 3

【西部沿岸における波浪・漂砂の方向】
 日吉津波浪観測所では、年間を通じて、北～北東（NNE

～NE）方向からの波浪が卓越しており、季節的な波浪
の変化はみられない。

 有義波高1m以下の出現頻度は、80.2％であり、有義波
高1～3mの出現頻度は、19.2％であった。

 有義波高3m以上の波浪の出現頻度は、全体を通して
0.6％と少ない傾向にある。

島根半島

日吉津波浪
観測所

富益波浪
観測所

卓越波向
（年間）

秋[9～11月]

近年波浪（H27（2015）～R2（2020））の傾向
冬[12～2月] 春[3～5月] 夏[6～8月] 年間

昨年度（R2（2020））の波浪傾向

秋[9～11月] 冬[12～2月] 春[3～5月] 夏[6～8月] 年間

「鳥取沿岸の総合的な土砂管理ガイドライン」による年間の平均的な土砂移動方向

出典：NTTインフラネット, DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.一部加筆

※グレーハッチ
日吉津工区の平均的な
汀線角度



➢日吉津波浪観測所の令和2（2020）年の波浪特性①
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日吉津波浪観測所の波浪の時系列図（2020年1月～12月）
（上：波向、下：有義波高、有義波周期）

D EBC A

番号 日付 波高(m) 周期(s) 波向き（°）/16 方位 要因 

A 2020/4/13 16:00  4.75 10.1 30/NNE 低気圧  

B 2020/2/18 8:00  3.61 11.7 32/NNE 冬季風浪  

C 2020/1/31 21:00  3.57 11.5 36/NE 冬季風浪  

D 2020/9/27 21:00  3.56 9.4 30/NNE 低気圧  

E 2020/1/9 7:20 3.54 11.2 27/NNE 低気圧  

 

日吉津波浪観測所で観測した上位5波の高波浪と要因【日吉津波浪観測所の令和2年の波浪特性】
 令和2年に観測された高波浪の上位5波は、低気圧

による高波浪であり、台風による影響は小さかったと
考えられる。

 2020年4月13日に観測された高波浪（有義波高
4.75m、有義波周期10.1sec）は、日吉津波浪観測所
の1995年～2020年の期間で観測された高波浪のう
ち、11番目に高い高波浪であった。
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➢日吉津波浪観測所の令和2（2020）年の波浪特性② 5

※1：順位1、5位のデータは海象年表データより、収集整理
※2：2019年10月12日台風1919号襲来時のピーク波浪欠測

日吉津波浪観測所の年最大有義波高の経年変化

日吉津波浪観測所 1995年～2020年の上位20波
番号 日付  波高(m) 周期(s) 波向き（°）/16 方位  要因  

A 2020/4/13 16:00  4.75 10.1 30/NNE 低気圧 

B 2020/2/18 8:00  3.61 11.7 32/NNE 冬季風浪 

C 2020/1/31 21:00  3.57 11.5 36/NE 冬季風浪 

D 2020/9/27 21:00  3.56 9.4 30/NNE 低気圧 

E 2020/1/9 7:20  3.54 11.2 27/NNE 低気圧 

 

日吉津波浪観測所で観測した高波浪時の時系列変化

日吉津波浪観測所で観測した上位5波の高波浪と要因
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平成28年
• 冬～夏季：1月に最大4mを超える有義波高を観測。

• 夏～冬季：12月に4mを超える有義波高を観測。

平成29年
• 冬～夏季：1月に3m以上の有義波高を5日観測した。

• 夏～冬季：他の年に比べて5m以上の高波浪が多く、有義波
高の最大値は10月（台風）が最も大きい。

平成30年
• 冬～夏季：3月に4m以上を観測した。4～6月は2m以下と比較

的静穏であった。

• 夏～冬季：他の年度に比べて高波浪の観測回数が少ない。

令和元年

• 冬～夏季：NOWPHA鳥取港同様、高波浪の少ないシーズン
であった。

• 夏～冬季：他年度と比較して高波浪の発生回数が少なく、静
穏であった。

➢日吉津波浪観測所の高波浪出現状況【平成28年～令和2年】

令和2年
• 冬～夏季：1月に冬季風浪による高波浪を14日観測。4月には

4.75mとこの年最高の有義波高を観測した。

• 夏～冬季：12月に4.56mと冬季風浪による有義波高を観測。

6

・令和２年度は冬から夏にかけて３ｍ以上の波高の出現日数が例年よりも多い傾向であった



H1/3＞3m 頻度割合（％）

3m≧H1/3＞1m 頻度割合（％）

1m≧H1/3 頻度割合（％）

➢対象範囲の波浪・漂砂の方向（富益波浪観測所） 7

島根半島

日吉津波浪
観測所

富益波浪
観測所

卓越波向
（年間）

秋[9～11月]

近年波浪（H27（2015）～R2（2020））の傾向
冬[12～2月] 春[3～5月] 夏[6～8月] 年間

昨年度（R2）の波浪傾向

秋[9～11月] 冬[12～2月] 春[3～5月] 夏[6～8月] 年間

※グレーハッチ
富益工区の平均的な
汀線角度

「鳥取沿岸の総合的な土砂管理ガイドライン」による年間の平均的な土砂移動方向

出典：NTTインフラネット, DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.一部加筆

【西部沿岸における波浪・漂砂の方向】
 富益波浪観測所では、年間を通じて、北東～北北東（NE～

ENE）方向からの波浪が卓越しており、季節的な波浪の変化
はみられない。

 有義波高1m以下の出現頻度は、87.9％であり、有義波高1～
3mの出現頻度は、11.9％であった。

 有義波高3m以上の波浪の出現頻度は、全体を通して0.3％と
少ない傾向にある。



➢富益波浪観測所の令和2（2020）年の波浪特性①

富益波浪観測所の波浪の時系列図（2020年1月～12月）
（上：波向、下：有義波高、有義波周期）

富益波浪観測所で観測した上位5波の高波浪と要因【富益波浪観測所の令和2年の波浪特性】
 令和2年度に観測された高波浪の上位5波は、低気圧及

び台風14号による高波浪であった。
 2020年4月13日に観測された高波浪（有義波高4.88m、

有義波周期10.3sec）は、富益波浪観測所の2000年～
2020年の期間で観測された高波浪のうち、2番目に高い
高波浪であった。また、2020年1月27日に観測された高
波浪（有義波高3.89m、有義波周期8.0sec）は、8番目に
高い高波浪であった。

番号 日付 波高(m)  周期(s) 波向き（°）/16 方位 要因 

A 2020/4/13 12:40  4.88  10.3  56/NE 低気圧 

B 2020/1/27 19:20  3.89 8.0 59/NE 冬季風浪 

C 2020/10/9 9:40  3.83 6.5 72/ENE 台風 14 号 

D 2020/1/17 23:00  3.50 7.8 53/NE 冬季風浪 

E 2020/12/30 20:20  3.26 10.6  65/ENE 低気圧 

 

D EB CA
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➢富益波浪観測所の令和2（2020）年の波浪特性② 9

※2017年10月23日台風21号襲来時の波浪欠測

富益波浪観測所の年最大有義波高の経年変化

富益波浪観測所 2000年～2020年の上位20波

富益波浪観測所で観測した高波浪時の時系列変化

上
位

5
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要
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E

番号 日付 波高(m)  周期(s) 波向き（°）/16 方位 要因 

A 2020/4/13 12:40  4.88  10.3  56/NE 低気圧 

B 2020/1/27 19:20  3.89 8.0 59/NE 冬季風浪 

C 2020/10/9 9:40  3.83 6.5 72/ENE 台風 14 号 

D 2020/1/17 23:00  3.50 7.8 53/NE 冬季風浪 

E 2020/12/30 20:20  3.26 10.6  65/ENE 低気圧 

 

順位 発生日 
最大有義波高

(H1/3) 発生要因 
波高(ｍ) 周期(秒 ) 

1 2019 年 10月 13 日 5.20 10.7 台風 19 号  
2 2020 年 4 月 13 日 4.88 10.3 低気圧 
3 2014 年 10月 15 日 4.63  9.5 台風 19 号  
4 2009年 11 月 11 日 4.55 10.5 前線や低気圧の影響 
5 2011 年 9 月 3 日 4.31  9.3 台風 12 号  
6 2009 年 1 月 31 日 4.30 10.5 低気圧 
7 2013 年 10月 16 日  3.94 10.1 台風 19 号  
8 2020 年 1 月 27 日 3.89 7.5 低気圧 
9 2004 年 10月 20 日 3.84  7.4 台風 23 号  
10 2020 年 10月 19 日 3.83 6.5 台風 14 号  
11 2003 年 5 月 31 日 3.71  7.4 台風 14 号  
12 2003 年 5 月 31 日  3.71 7.4 台風 14 号  
13 2011 年 9 月 21 日 3.67 8.5 台風 15 号  
14 2015 年 7 月 17 日  3.58 8.5 台風 11 号  
15 2013 年 3 月 3 日 3.55 14.8 冬型気圧配置  
16 2020 年 1 月 17 日  3.50 7.8 冬季風浪  
17 2014 年 8 月 10 日  3.48 8.2 台風 11 号  
18 2016 年 9 月 20 日  3.46 8.2 台風 16 号の影響  
19 2019 年 9 月 22 日  3.46 7.6 台風 17 号  
20 2018 年 9 月 30 日  3.41 8.1 台風 24 号  
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・過去２０年のうちでも、上位の波が四つ観測された。



➢令和2年4月13日の波浪状況 10

令和2年4月12日0:00～15日0:00の波浪の時系列図
（上：波向、下：有義波高）

4月13日12時の天気図
（出典：Copyright (C) 2021日本気象協会All Rights Reserved.)

低気圧が発達しながら本州南岸を通過しており、鳥
取地方気象台では、13日17時に風速11.5(m/s)の北風
を観測している。

この時のナウファス鳥取港の最大有義波高は、5.64
ｍ、日吉津波浪観測所では、4.75m、富益波浪観測所
では、4.88mの高波浪が観測された。
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有義波高の発生頻度 (日数)

最大有義波高

平成28

(2016)

年

冬
～
夏
季

夏
～
冬
季

平成29

(2017)

年

冬
～
夏
季

夏
～
冬
季

平成30

(2018)

年

冬
～
夏
季

夏
～
冬
季

令和元

(2019)

年

冬
～
夏
季

夏
～
冬
季

令和2

(2020)

年

冬
～
夏
季

夏
～
冬
季

5 m ~
4 ~ 5 m
3 ~ 4 m

平成28年
• 冬～夏季：高波浪となる日はなく穏やかであった。

• 夏～冬季：9月に3mを超える有義波高を観測し、この年最大
の高波浪であった。

平成29年
• 冬～夏季：1月に3mを超える有義波高（温帯低気圧）を観測。

• 夏～冬季：9月に3mを超える有義波高を観測し、この年最大の
高波浪であった。

平成30年
• 冬～夏季：データ欠損

• 夏～冬季：9月に3mを超える有義波高（台風）を観測した。

令和元年

• 冬～夏季：高波浪となる日はなく穏やかであった。

• 夏～冬季：10月に5mを超える有義波高（台風）を2回観測し
、最も大きい最大有義波高であった。

➢富益波浪観測所の高波浪出現状況【平成28年～令和2年】

令和2年
• 冬～夏季：1月に高波浪を3日観測。4月には4m以上の有義波高

を観測し、この年最大の高波浪であった。

• 夏～冬季：10月に3mを超える有義波高（台風）を観測した。

11

データ欠損

・３ｍ以上の波高の出現日数が例年よりも多い傾向であった。
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国土交通省

合計：58.1万m3
米子市

合計：18.6万m3
累計

合計：97.0万m3

➢サンドリサイクル実績 12

【土砂投入実績】
 西部沿岸における平成13（2001）年から令和2（2020）年の

サンドリサイクル等による土砂移動量は、合計で約97.0万
m3である。

 実施内容別で移動量が多い順番にみると、サンドリサイク
ル・サンドバイパスが約59.4万m3と多く、次いで航路浚渫
が約22.9万m3、河口浚渫が14.7万m3となっている。

 実施主体別にみると、国土交通省日野川河川事務所が約
58.1万m3、鳥取県が約20.3万m3、米子市（皆生漁港）が約
18.6万m3となっている。

 令和2年度では、合計で23,650m3の土砂投入が行われて
いる。

 令和2年度では、西部沿岸で最も多い15,700m3のサンドリ
サイクルが富益工区で実施されている。また、大落水川の
河口浚渫土砂1,050m3を和田海岸へサンドバイパスしてい
る。

 両三柳工区は、平成27（2015）年、平成28（2016）年の離
岸堤整備以降、養浜量が減少傾向にある。

 皆生工区は、人工リーフ背後に養浜を実施しており、令和
2年度はサンドリサイクルを実施していないが、台風襲来

後に緊急養浜や海水浴場の利用のため、養浜を実施して
いる。

土砂移動量の経年変化（実施内容別）

土砂移動量の経年変化（実施主体別）

※投入実績は令和3年11月8日現在
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➢サンドリサイクル実績（県管理区間・富益工区・夜見工区）

運搬先・運搬量
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※令和2年度に実施した養浜時期・養浜量を赤枠で記載

※令和2年度に実施した養浜時期・養浜量を赤枠で記載

池ノ尻川
和田新川 長兵衛川

政右衛門川

樋口川

・冬季風浪により近年実施していなかった大落水川から和田海岸への土砂投入。

※投入実績は令和3年11月8日現在
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大水落川河口（閉塞土砂） 夜見工区
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➢サンドリサイクル実績（両三柳第一工区・両三柳第二工区）

運搬先・運搬量
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減少傾向

※令和2年度に実施した養浜時期・養浜量を赤枠で記載

 両三柳第一工区・両三柳第二工区

皆生漁港 

両三柳第二工区 
No.43+20～No.43+80 へ投
入 
H20.6～H20.8   9,500 ㎥ 

No.43-20～No.44+100 へ投入
H20.2～H20.3   6,900 ㎥ 

No.43 付近一帯へ投入 
H17.1.～H17.3   4,600 ㎥

No.43・No.44+20 付近一帯へ投入
H17.1.～H17.3   7,100 ㎥ 

No.43・No.44+20 付近へ投入
H17.1～H17.3   4,600 ㎥ 

No.42～No.44+50 付近へ投入
H25.9 14,300 ㎥ 

境港公共マリーナ

日
野
川
河
口 

大
水
落
川 加

茂
新
川 

No. 40 付近へ投入 
H13.5～H14.3   3,800 ㎥
H14.5～H15.3   3,600 ㎥
H15.8～H16.3   4,200 ㎥
H16 .5～H17.3   4,250 ㎥
H17.5～H18.3   5,581 ㎥
H18.5～H19.3   4,215 ㎥
H19.6～H20.3   3,155 ㎥
H20 .5～H21.3   3,534 ㎥
H21 .6～H22.3   3,400 ㎥
H22 .3～H23.3   3,812 ㎥
H23 .6～H24.3   3,400 ㎥
H24 .5～H25.3   3,400 ㎥
H25 .5～H26.3   2,000 ㎥
H26 .6～H27.3   2,504 ㎥
H27 .6～H28.3  3,310 ㎥
H28 .5～H29.3  4,200 ㎥
H29 .10～12     1,116 ㎥
H30. 11         1,804 ㎥
R1. 10          1,200 ㎥
R2.10          1,200 ㎥

両三柳第一工区 
沖合離岸堤周辺へ投入 
H12.4～H13.3  13,540 ㎥
H13.4～H14.3  17,596 ㎥
H14.4～H15.3   18,028 ㎥
H15.4～H16.3  16,251 ㎥
H16.4～H17.3    9,237 ㎥
H17.4～H18.3    9,899 ㎥
H18.4～H19.3    8,776 ㎥
H19.4～H20.3   17,429 ㎥
H20.4～H21.3   11,914 ㎥
H21.4～H22.3   15,000 ㎥
H22.4～H23.3   12,000 ㎥
H23.4～H24.3    4,168 ㎥
H24.4～H24.12   1,568 ㎥
H25.1～H25.6   17,768 ㎥
H27.7～H27.8   3,700 ㎥
H28.8～H28.9   5,000 ㎥
H29.8～9       3,700 ㎥
R01. 9        14,325 ㎥

両三柳工区へ投入 
H26.7  19,700 ㎥ 
H28.1   13,000 ㎥ 
H29.2～3  6,000 ㎥
H30.3     6,000 ㎥
H31.1     5,000 ㎥
 

No.44 付近へ投入 
H13.5～H14.3   3,980 ㎥
H14.5～H15.3   4,050 ㎥
H15.9～H16.3   4,500 ㎥
H16.5～H17.3   5,024 ㎥
H17.5～H18.3   4,296 ㎥
H19.6～H20.3   1,272 ㎥
H20.5～H21.3   1,267 ㎥
H21.6～H22.3   1,350 ㎥
H22.3～H23.3   1,315 ㎥
H23.6～H24.3   1,950 ㎥
H24.5～H25.3   1,900 ㎥
H28.5         605 ㎥
H29.10        727 ㎥
H31.2          1,535 ㎥
R2.3           1,059 ㎥

H25整備完了の西防波
堤整備後浚渫減少傾向

※投入実績は令和3年11月8日現在

堀
川

※令和2年度に実施した養浜時期・養浜量を赤枠で記載



➢サンドリサイクル実績（皆生第一工区・皆生第二工区）

運搬先・運搬量
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※令和2年度に実施した養浜時期・養浜量を赤枠で記載

※令和2年度に実施した養浜時期・養浜量を赤枠で記載

 

 
 

皆生第一工区・皆生第二工区 

両三柳工区 No.34 
沖合離岸堤周辺へ投入

No.7 付近の緩傾斜護岸の東側肩へ投入
H16.6 末  1,000 ㎥ 
No.7 付近の緩傾斜護岸の西側肩へ投入
H16.6 末  500 ㎥ 

No.12～No.13+59 へ投入 
H20.2～H20.3     3,000 ㎥

皆生漁港 

皆生工区へ投入 
H26.3   4,000 ㎥
R1.6    2,000 ㎥

日野川河口 

富益工区へ投入

両三柳第二工区へ投
入 

両三柳第二工区へ投入 
No.43+20～No.44+80 へ投入
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※投入実績は令和3年11月8日現在



➢サンドリサイクル実績（日吉津工区）

運搬先・運搬量
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※令和2年度に実施した養浜時期・養浜量を赤枠で記載

 日吉津工区 

日野川 
右岸海浜部へ投入 
H22           3,380 ㎥
H25.9～H25.11  1,500 ㎥
H26.6～H27.3  1,792 ㎥
H27.6～H28.3  2,426 ㎥
H28.6～H28.11  1,596 ㎥
H30.1          1,500 ㎥
H31.3     1,507 ㎥
R2.3      1,718 ㎥
R3.2      1,700 ㎥
 

西伯群日吉津村今吉へ投入
H24.2～H24.3  1,000 ㎥ 
H25.2～H25.3  1,500 ㎥ 
H26.3        1,500 ㎥ 

米子市淀江町左陀へ投入 
H22.3～H23.3   1,846㎥
H23.6～H24.3   1,440㎥
H24.5～H25.3   1,400㎥

淀江漁港西側 
H19.7～H19.10 3,482 ㎥
H20.7～H20.11 3,408 ㎥
H21.6～H21.9  4,103 ㎥
H22.6～H22.11 3,872 ㎥
西原海岸 
H30.3         1,700 ㎥
H30.7          1,428 ㎥
R1.7           1,850 ㎥
R2.7           1,900 ㎥

米子市淀江町淀江へ投入 
H23.9～H23.11  4,900 ㎥
H24.9～H24.11  3,500 ㎥
H26.8         1,400 ㎥

淀江漁港

米子市淀江町淀江小波 
H13～H24   1,000 ㎥～4,000 ㎥

宇田川河口左岸側 
H26.2～H26.3   2,600 ㎥
R3.3       2,000 ㎥

塩川河口左岸 
H25.5～H26.3  1,200 ㎥
H27.6～H28.3  1,231 ㎥
H28.5～H29.3  1,401 ㎥
H30.1～2      1,188 ㎥
H31.2         1,274 ㎥
R2.3          1,300 ㎥
R3.3           100 ㎥
 

日野川河口  

塩川河口沖 
H29.3   1,000 ㎥

富益工区へ投入

両三柳第二工区へ投入 

皆生工区へ投入

日吉津海岸 

佐陀川

塩川

佐陀川右岸海浜部へ投入
H22          1,440 ㎥ 
H25.5～H26.3  1,600 ㎥ 
H28.5           554 ㎥ 
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※投入実績は令和3年11月8日現在
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➢皆生海岸の浜幅【境港工区～富益工区の浜幅】 17

令和2年8月測量時の浜幅と長期的な汀線変化（境港工区～富益工区）

※赤ハッチ：防護面の目標浜幅25m以下、黄ハッチ：利用面の目標浜幅40m以下

【富益工区】【県管理区間】【境港工区】

:防護面の目標浜幅25m以下

境港マリーナ



➢皆生海岸のこれまでの土砂管理の評価と問題点・課題抽出 18

これまでの土砂管理の評価と問題点・課題抽出



➢ 【参考】人工リーフと皆生海岸の整備履歴 19

・日野川漂砂系では、昭和35年（1960年）の直轄海岸指定以降、離

岸堤、人工リーフ、突堤、緩傾斜護岸、人工リーフ改良（天端嵩上げ
）等の海岸保全施設が整備されてきた。
・これらの整備履歴を詳細版にてとりまとめた。

例 日吉津海岸 施設整備履歴


